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２．日本側研究チームの研究目標及び計画概要 

 

既存の装置を活用した試薬レベルのリチウムイオン電池(LIB)正極材料を用いた水熱溶出

試験条件の探索を行う。 

現有する水熱反応装置を本申請課題の研究にも用いることができるように改造・試験

し、研究を行う。先ずは一般的な正極材料である LiCoO2 を合成し、純水を用いた試験を行

う。これによってどの程度のリチウムが溶出するか、また正極材料自体のコバルト化合物

がどのように変化するか条件を変化させて評価する。リチウムが 60 パーセント程度溶出す

る条件を見出すことが必要であると考えている。必要な回収率が得られない場合は、試薬
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の添加も考えるが、その場合は後処理の重金属回収に対する影響も考慮する。 

 

3. 日本側研究チームの実施概要 

 

本研究では、安全、無害で安価な水と弱酸のみを使用し、LIB の正極材料として幅広く

使用されている LiCoO2 から Li を選択的に溶出させることに成功した。反応温度を高くす

ることにより Li の回収率が向上し、Co の溶出が抑制されることがわかった。また、固相

反応生成物として C03O4 が生成していることが観察された。従来の水熱酸溶出のような高

価な有機酸や腐食性の高い無機酸を使用せず、かつ選択的な Li の溶出を達成できたことに

なる。 

 

 

 


